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＜連絡事項＞
・OTより～実習者名：君成田　優太（東北メディカル学院4年生）
実習期間：R1.7/1（月）～8/23（金）8週間
実習形態：治療実習

担当症例：清水　徹様（西病棟）安ケ平Ｄｒ

実習指導者：大谷地　寛子

情報収集や見学などで各所へ伺った際には、お忙しい中大変申し訳ありませんが、ご協力を頂けますよう、よろしくお願い致します。

＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～便秘時IFオーダーの指示とセンナリド１０回分処方。
・馬場　英世様～臨時薬同内容で７日分処方。
・市川　トミ様～臨時薬同内容で７日分処方。
・藤井　崇史様～不穏時レボトミン５回分処方。
・坂本　富也様～田中Dr診察し誤嚥性肺炎の所見あり。喀痰培養の指示あり。絶食し点滴3本キープ、タゾピペ3本/日開始となる。
・高橋　末吉様～田中Dr診察し尿路感染または誤嚥性肺炎の所見あり。胸部CT、喀痰培養の指示あり。ウォッシュアウト目的にて点滴3本キープ、タゾピペ3本/日開始となる。
・工藤　恭子様～歩行時ふらつきあるが歩行しようとしてしまうため体感ベルト使用許可あり。
・木村　格治様～食事普通盛りから大盛りに変更となる。

・坂本　富也様～むせ込みある為、本日夕より、内服薬、一旦中止となる。
・野田　敏治様～7月8日（月）認定調査のため浪岡ケアマネ14：00来院予定
となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～終日隔離中。時折スタッフコールある。その都度の説明には納得している様子は見られている。内服は拒否なく、本日、日中はスタッフへの粗暴行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察を行っている。開放中は書き物をして過ごしている。少し書いては捨てを繰り返し何度も紙を貰いに来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。他者トラブルはなく、穏やかに過ごしている。14:20落ち着かなさの訴えあり、継続指示のリスペリドン内用液1ｍｌ1本とロラゼパム（0.5）2Ｔを内服し、その後は自室で休んでいる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。経管栄養トラブルなく施行。深夜帯37℃台前半の微熱あったが解熱している。他バイタルサインの異常もなし。両手と左足背の浮腫あり。MGチューブに手を伸ばす事やミトン外しあり介入している。引き続き観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想言動はない。食事は1/2～2/3摂取。危険行動もない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・玉岡　公子様～他者干渉やスタッフへの頻回な話し掛けあるがトラブルなく経過。面会後Aユニットに戻る際に拒否あり、再三の促しにて渋々戻られている。その後も落ちつきなく、他者干渉や大声出す様子あり。
・杉澤　恵子様～嗜好品に関する訴えあるが易怒性や粗暴性はなく経過。歩行時もふらつきなく、転倒した際にぶつけた左腰部の疼痛の訴えもない。
・上野　正志様～ユニット内徘徊している。帰宅要求あるが不穏さなく対面時穏やか。他者と穏やかに会話して過ごしている。テーブルを動かす事があり、注意している。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・河原木　泰志様～診察拒否あり。定期処方変更なく7日分処方。
・玉岡　公子様～臨時薬ｖｄｓは変更なく5日分処方。6/29～レボトミン(25)3×1/４日分追加処方。すべて7/3～定期処方へ。
・藤井　崇史様～定期処方変更なく7日分。
・野田　敏治様～夜間不眠あり今晩よりロラゼパム(0.5)1T追加。7/3～の定期処方はハロペリドール1.5mg→3mgへ増量し7日分処方。内服薬が多すぎると興奮気味に訴え聞かれるが変更なし。
・和田　昌様～ハロペリドール(1.5)3×1は今昼より中止し、13.5mg→9mgで経過をみる。
・中居　松男様～食事摂れているため、エンシュア終了。定期処方変更なく7日分処方。
＜新入院患者情報＞

日　　時：令和1年6月28日　　10：42
氏　　名：橋本　喜久子（はしもと　きくこ）様

生年月日：昭和19年7月5日　74歳

病　　名：統合失調症、中等度アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

主治医　：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット
(経過）
　18歳時、幻聴、被害関係妄想にて自宅への引きこもりとなり、その頃から易怒性、不眠、独語、空笑見られ、ｓ37年（20歳）八戸赤十字病院へ入院。ｓ44.1.28～Ｈ4.5.10当院入院。入院中、閉塞性黄疸にてＨ4.5.10～Ｈ4.6.18八戸市立市民病院入院。Ｈ4.6.18～Ｈ5.3.29当院2回目の入院。退院後は外来通院と、訪問看護「五福」を利用している。現在も当院外来通院中。

自宅では、認知機能低下から食事や服薬の不規則さが目立ってきていて、さらに同居の妹様にも暴力行為があるなどで、生活を続けるのが困難になってきていた。R1.6.28入院目的にて来院して頂くが、本人は入院は拒否的の為、保証人様同意にて同日10：42東病棟Cニット6号室へ医療保護入院となる。

備考・業者洗濯
　　・おやつ購入可（3000円/月）
　　・退院先は、自宅か施設を検討している。
